平成２４年度　京都市予算案　事業概要

	事務事業名
	参加・協働を推進する人材育成と交流の場の創出

	予  算  額
	２，０００千円
	新規・継続の別
	新規

	
	
	政策的新規充実予算枠・局配分枠等の別
	局配分枠

	担  当  課
	市民協働政策推進室　（２２２－３１７８）

	［事業実施に至る経過・背景など］

京都市では，パブリック・コメントの制度化や審議会委員の公募など市政参加の仕組みを構築するとともに，「未来まちづくり１００人委員会」をはじめとした市民と行政が知恵と力を出し合う「共汗」の取組を推進してきた。

自治会・町内会，ＮＰＯ，企業・事業者，大学，寺社など，多様な主体による市民主体のまちづくりをより一層進めるためには，市民の市政参加やまちづくり活動に対する市職員の意識改革を進め，能力の向上を図るとともに，多様な主体の構成員が「協働」に関して知識と理解を深め，交流する機会を創出することが必要である。

［事業概要］

　市民活動団体の企画，提案，運営により，全国各地で先進的に行われている協働の取組を自治会，ＮＰＯ法人等の市民活動団体や企業，大学，行政等の構成員が一緒に学び，交流する機会を創出する。



	［参　考（他都市の状況・事業効果など）］




    総合企画局　　

平成２４年度　京都市予算案　事業概要

	事務事業名
	「未来まちづくり１００人委員会」モデルの各区での活用促進

	予  算  額
	１，０００千円
	新規・継続の別
	新規

	
	
	政策的新規充実予算枠・局配分枠等の別
	局配分枠

	担  当  課
	市民協働政策推進室　（２２２－３１７８）

	［事業実施に至る経過・背景など］

「未来まちづくり１００人委員会」は，幅広い分野の市民の参加を得て，市民が白紙の段階から主体的に議論し，提言するだけでなく行動する「市民組織」である。

これまでの３年間の活動の中で，絶滅の危機に瀕する京都の笹の保全・再生，プレママバッチの普及活動，京都の景観にふさわしい公共サインのデザイン提案等，様々なまちづくりの成果を生み出してきた。
　多様な経歴を持つ市民が交流し，活発な対話・議論を通じて市政への理解を深め，「自分たちのまちは自分たちで創る」という高い志を持って市民自ら主体的に行動してきた「１００人委員会」の取組手法は，各区のまちづくりにも有効と考えられる。

［事業概要］

「１００人委員会モデル」を各区の事業でも活用できるよう，運営ノウハウを有するＮＰＯと連携し，次の取組を行う。

○　アドバイザー派遣

  　各区事業の企画運営に当たり，プログラムや体制等について助言・支援を行うアドバイザーを派遣する。

○　体験研修の実施

  　ワールドカフェ，ＯＳＴ（オープン・スペース・テクノロジー）など，１００人委員会で用いた新しいワークショップ手法等について，職員が実際に体験・習得するための研修を実施する。



	［参　考（他都市の状況・事業効果など）］




平成２４年度　京都市予算案　事業概要

	事務事業名
	「共汗スピリット」キャンペーン事業（仮称）

	予  算  額
	５，０００千円
	新規・継続の別
	新規

	
	
	政策的新規充実予算枠・局配分枠等の別
	局配分枠

	担  当  課
	市民協働政策推進室　（２２２－３１７８）

	［事業実施に至る経過・背景など］

京都市では，市民と行政とが自治の意識と責任を共有する中で，知恵と力を合わせ，共に汗をかいて，未来の京都をつくっていく「共汗」の市政運営を進めている。

市政の様々な分野で活動されている「市民共汗サポーター」が延べ１０万人を超えるなど，「共汗」の理念は，ボランティア活動に関心のある市民を中心に大きく広がってきた。今後，市民主体のまちづくりをさらに進めていくため，より広く発信していく必要がある。

［事業概要］

「京都のために自分に何ができるのかを考えて行動しよう」という理念を，「共汗スピリット」と名付け，ＮＰＯや企業，大学等，多様な活動主体と連携しながら，広く発信するキャンペーンをラジオ等のメディアを活用して展開し，参加と協働による市民主体のまちづくりを推進する。
《内　容》
・ラジオ放送等のメディアを活用した情報発信

・啓発を目的としたイベント開催（チャリティコンサート等を予定）



	［参　考（他都市の状況・事業効果など）］




資料１０
































